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8-3 選好意識調査 

(1) 選好意識調査とは 
選好意識調査は、施策実施時の利用意向データを収集する調査である。選好意識調査には、次の

2 つの種類がある。 

a)交通需要予測モデルの作成を目的に行う調査 

導入ルートや複数のサービス水準を検討できる交通需要予測モデル（機関分担モデル）を推定

するためのデータを収集するように設計するもの。施策（案）が必ずしも確定しておらず、様々

な条件を予測モデルで検討したい場合に実施する。 

b)利用意向データの集計値の活用を目的とする調査 

施策が実施された場合に利用すると想定される人々を対象に、施策（案）におけるルートやサー

ビス水準（駅・停留所の位置、運行ダイヤ、運賃等）に対する利用意向を把握するために行うも

の。施策（案）が概ね確定している場合に実施する。 

 

a)交通需要予測モデルの作成を目的に行う調査 

(2) 調査内容について 
調査対象者に、様々なサービス水準（例えば、ルート、所要時間、費用など）の代替案を示し、

各代替案における利用意向を把握する。 

調査項目の例 

・ 個人属性（居住地、性別、年齢、免許の有無など） 

・ 仮想的なサービス（様々なサービス水準を設定）に対する交通手段の利用意向 

等 

 

(3) サンプル数の設定について 
選好意識調査のサンプル数は、経験的に、地域区分や属性ごとに少なくとも 75~100 サンプル程

度15が必要であるといわれている。なお、モデル作成時のサンプル数は、1 サンプルに対して 3~5 ケー

スの仮想的なサービスを尋ねることにより、300~500 データ程度となる。 

                                                        
 
15 藤原章正、杉恵頼寧、選好意識調査の設計の手引き、交通工学、vol.28、No.1、pp63~71、1993 年 



- 62 - 

 
図 8-6 選好意識調査の調査票の例(交通需要予測モデルの作成を目的に行う調査) 

 
資料：栃木県・宇都宮市、新交通システム導入基本計画策定調査（解析編）報告書、平成 14 年 3 月 
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b) 利用意向データの集計値の活用を目的とする調査 

(2) 調査内容について 
調査対象者に、施策案に対する利用意向を把握する。居住地、性別、年齢、運転免許の有無別な

どの個人属性によって利用意向が異なると想定されるため、調査の際には、個人属性も併せて調査

することが考えられる。 

調査項目の例 

・ 個人属性（居住地、性別、年齢、免許の有無など） 

・ 施策案に対する交通手段の利用意向 

等 

 

(3) サンプル数の設定について 
日常交通の実態調査において、サンプル数の設定は、サンプリング誤差（精度）と調査費用はト

レードオフの関係にある。このため、統計的観点からサンプリング誤差を明確にしておき、標本調

査の設定式を用いて、必要サンプル数を検討する。具体的には、以下の公式を用いて算出すること

が多い。 
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α ：母集団特性値の推定を誤る確率（通常 5%がよく用いられる） 
)(αK ：正規分布の性質から与えられる値（ %5=α のとき、 96.1)( =αK ） 

ε ：許容できるサンプリングの誤差 

P：母比率（一般的には、事前に想定できないことから、最も必要サンプル数が多くなる「0.5」

を用いることが多い。） 

N ：母集団の大きさ 

n：必要とされるサンプル数 
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図 8-7 選好意識調査の調査票の例(利用意向データの集計値の活用を目的とする調査) 

資料：新居浜市、平成 18 年度新居浜市都市交通計画策定調査業務報告書、平成 19 年 3 月 
 


